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日
本
（
東
洋
）

様
式
と
時
代

西

　洋

美
術
・一
般
史

菩薩立像 2～3世紀頃
（パキスタン）

ヴィレンドルフの
ヴィーナス
旧石器時代

ラスコー洞窟壁画 旧石器時代 コロッセウム 80頃パルテノン神殿 紀元前447～前438

獅子門 紀元前14世紀頃

ハギア・ソフィア大聖堂
再建532～修復563 ピサ大聖堂 1063起工

沼地での狩猟
（墓室壁画の部分）
紀元前15世紀

ケルズの書
800頃

サン・マドレーヌ大聖堂
壁面の彫刻 9世紀

ヨアキムと羊飼いたち
1304～06頃

ジョット・ディ・ボンドーネ

土偶
前3000～前2000

火焔土器
縄文時代中期

アッカド王
前24～前23世紀
（イラク）

青銅器
前18～前11世紀（殷）

ミロのヴィーナス
紀元前130頃

プリマ・ポルタの
アウグストゥス像
14～29頃

南バラ窓と
五つのランセット窓

1221～30

カタコンベ壁画 3世紀後半

彩文土器深鉢
紀元前4000頃

壺形土器
弥生時代後期

釈迦三尊像
623

鞍作止利

阿修羅像
734

玉虫厨子
須弥座絵
捨身飼虎図
7世紀中頃

如意輪
観音菩薩像
840～850頃

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

胎蔵界
曼荼羅図

900頃

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能

アンコール・ワット 12世紀
（カンボジア）

弥勒菩薩
半跏思惟像
7世紀前半

●
印
、
赤
字
は
日
本
や
、
日
本
人
に
関
連
す
る
事
項
。

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位
・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
─
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
─
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
─
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
廃
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
─
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

前
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6世紀
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沼地での狩猟
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（イラク）
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紀元前130頃
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アウグストゥス像
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南バラ窓と
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阿修羅像
734

玉虫厨子
須弥座絵
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観音菩薩像
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胎蔵界
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900頃
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12世紀前半 伝藤原隆能
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、
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関
連
す
る
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項
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使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位
・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
─
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
─
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
─
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
廃
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
─
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立
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インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正  昭和 平成 令和

初期中世美術

メソポタミア文明

エーゲ海文明

エジプト文明

ギリシャ文明 ローマ美術

初期キリスト教美術
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埴輪 踊る人々
6世紀

94

1つと3つのシャベル
1965

ジョゼフ・コスース

た、たぶん 
1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

ロンシャンの礼拝堂 1955
ル・コルビュジエ

クラウド・ゲート 2004 アニッシュ・カプーア

フルムーン・サークル 2004 リチャード・ロング
旗 1954～55
ジャスパー・ジョーンズ

歌う彫刻 1971
ギルバート＆ジョージ

白い円 1967 吉原治良

弁財天妃の柵
1965 棟方志功

727 1996 村上隆

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

東京オリンピック 1962 
復刻版 1990 亀倉雄策

無限状況 1970 菅木志雄

光の教会
（茨木春日丘
教会礼拝堂）
1989
安藤忠雄

Hoto
2008

宮島達男

バタフライ
スツール
1956 柳 宗理

現在とこれからの美術

これまでの美術の歴史を踏まえ、

最近の出来事を調べたり、

未来に残る美術を想像したりしてみよう。

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト
・
モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

ク
ロ
ー
ン
羊
誕
生

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神
・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

●
品
川
駅
―
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
予
定

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
・
坂  

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
─
一
二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争（
─
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
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ジョゼフ・コスース
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（茨木春日丘
教会礼拝堂）
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安藤忠雄

Hoto
2008
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バタフライ
スツール
1956 柳 宗理

現在とこれからの美術

これまでの美術の歴史を踏まえ、

最近の出来事を調べたり、

未来に残る美術を想像したりしてみよう。
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令和５年度用『高校美術』教科書 訂正のお願い

令和５年10月

　令和５年に供給いたしました教科書に，以下の訂正がございます。生徒の皆様，先生方にご迷惑をお

かけいたしましたこと，深くお詫び申し上げます。訂正を施した教科書は，令和６年度より供給させてい

ただきます。

　先生方におかれましては，訂正内容をご確認のうえご指導いただきますよう，謹んでお願い申し上げます。
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この内容についてのお問い合わせ先　編集部直通 03-3389-4623
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91ページ
下段中央 近年の一般

的な表記に
統一するた
め。

94ページ
下段左

外務省が発
表した最新
の表記に統
一するため。




